
 

は、企画調整課長、これ確認していいのかな。

あの上流については、平泉橋から上流は、長井

ダムの周辺環境整備とあわせて県とも協議して

やっていくという見解でよろしいでしょうか。 

○佐々木謙二議長 松木幸嗣企画調整課長。 

○松木幸嗣企画調整課長 お答えいたします。 

 私が申し上げた部分、平泉橋から上の部分、

まなび館のところですかね。そちらの方の部分

については、現在も実施計画で持ってます遊歩

道について、ことしから、今までどちらかとい

うと絵をかいてるという状態でしたので、もう

少し実際に何ができるんだということを、期間

でありますとか予算でありますとか含めてこと

しは検討するということになっております。ま

た、高蹴といいますか、第一発電所等について

も、当然、今実施計画の中ではありますので、

それを具体的にこの後、ダム側の方の工事とい

いますか、補償対象としてどうなっていくかと。

これも事務所側にとってはテーマでありますの

で、どういった時期にどういった工法でやられ

るかということを詰めていきたいと思います。 
＋

 ただ、発電所については相手方が県の企業局

でございますので、当方ではありませんので、

そちらの方との意見交換なども含めていかない

と、なかなか地元の要望の部分については到達

しないという部分がありますので、今の段階か

らならしの協議はさせていただいておりますの

で、ぜひご理解いただきたいと思います。 

○佐々木謙二議長 ９番、渋谷佐輔議員。 

○９番 渋谷佐輔議員 過去に洪水のときの現場

写真なんかないかっていうことございましたが、

きのうちょっとあっちこっちめくってみたら、

2006年７月14日、こういう岸辺がえぐれる状態

の写真、見つかりました。これ、企画調整課長

の方に後でもまず差し上げながら、やっぱり要

望が強いんだということをご理解願いたいなと

思ってます。 

 いろいろご質問させていただきました。時間

もとらせていただきました。私の質問はこれで

終わらさせていただきますが、大変、市長から

前向きにご答弁ございました。関係答弁者の皆

様もご理解いただいたと私は思っております。

市政に反映させていただきますようお願い申し

上げながら、質問を終わらせていただきます。

ありがとうございました。 

 

 

 谷口栄子議員の質問 

 

 

○佐々木謙二議長 次に、順位７番、議席番号５

番、谷口栄子議員。 

  （５番谷口栄子議員登壇） 

○５番 谷口栄子議員 おはようございます。 

 ６月定例会に当たり、通告しております２点

について一般質問させていただきます。 

 初めに、この春行われました市議会議員選挙

に、公明党の公認と多くの市民の皆様から真心

のご支援をいただき、３期目の当選をさせてい

ただきました。心から厚く御礼を申し上げます。

本当にありがとうございました。 

 1,245票で第２位、前回より101票を上積みさ

せていただきました。私は、これまで掲げてき

ました優しい心で福祉のまちづくりを基本理念

に、女性の視点、生活者の声を生かして、水と

緑と花の長井のまちづくりに全力で取り組んで

まいります。赤ちゃんからお年寄りまで、だれ

もが安心して住める長井市を築くために努力し

てまいります。 

 また、公明党は、地方議員と県会議員、国会

議員が連携し、ネットワーク政党として市民の

目線に立って政策を実現し、未来に責任を持つ

政治に取り組んでまいります。子育て、福祉、

健康、教育、環境、文化芸術のすべての分野の

改革に努力してまいります。先輩議員の皆様を

初め市当局の皆様のご指導、ご鞭撻のほどをよ
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ろしくお願い申し上げます。 

 それでは質問に入らせていただきます。 

 １点目、協働のまちづくりについてでありま

す。答弁は、市長、商工観光課長にお願いいた

します。 

＋ ＋

 長井市の財政は楽観を許さない状況にあり、

多額の財源不足への対策が緊急の課題となり、

本年は財政危機脱出元年の出発となりました。

内谷市長は、「これまでの行財政改革を再構築

する年にしたい」と決意されて、自立経営対策

室を庁内に設置されました。目黒前市長時代か

ら取り組んできた行財政改革でありますが、市

財政課による平成17年11月に取りまとめた「財

政の中期展望」では、今後４年間の財政収支の

見通しで、本年、平成19年度において入ってく

るお金が105億5,900万円、必要なお金が105億

5,900万円の同額に対して、平成20年度で入っ

てくるお金102億1,000万円、必要なお金106億

7,500万円、不足分４億6,500万円と示されまし

た。また平成21年には、入ってくるお金101億

8,000万円で、必要なお金106億700万円、不足

分４億2,700万円になるとの見込みです。さら

に平成22年度では、入ってくるお金99億6,500

万円と少なくなり、必要なお金が102億円、不

足分２億3,500万円になると発表されておりま

す。財源不足は、歳入の急速な減少、経常的経

費の高どまり、多額の借金返済のためであると

分析されました。 

 こうした多額の財源不足に対処していくため

に長井市自立計画の見直しが必要となったと発

表され、見直しの項目は、１、法に基づかない

非義務的な行政サービスの廃止、２、人件費を

含む行政サービスのコスト低減、３、使用料、

手数料の見直しと歳入構造の見直し、４、市民

の皆さんへの行財政改革情報の提示と話し合い

を示されたのです。 

 また、これにあわせ、市役所全体で今までの

お仕事のやり方を抜本的に変えていくことも検

討されることになりました。これは現在市報に

おいて、シリーズ財政危機脱出元年で正しい情

報が掲載されております。長井市の財政が健全

なものとなるために、これまで以上に民間でで

きることは民間に任せ、事業仕分けを徹底し、

市民参加の協働のまちづくりに全力で取り組む

ことが大事だと思います。 

 現在、商店街の活性化に特定非営利活動法人

長井まちづくりＮＰＯセンターが中心となって、

市内の歴史、文化、自然など地域資源を生かし

た市民主体のまちづくりに真剣に活動されてお

ります。つつじまつりの期間中、５月19日の黒

獅子まつりに続き、５月26日に、まちなか観光

「あら町レトロ」というイベントが開催されま

した。蔵と庭のあるあら町の古い町並みを着物

で歩こうというユニークな企画、やませ蔵通り

に出店が出され、あら町の古いまちなみをゆっ

くり歩いて、それぞれのお店の庭も見てもらい

ながら５件以上のお店からスタンプを押しても

らい、抽せん会で商品を当てようという企画も

あり、子供たちも多く参加していました。 

 このような取り組みのきっかけは、長井の建

造物調査を昨年10月、神奈川大学工学部の西和

夫教授の研究室により、まちなかの建物調査で

あら町の古い建物の歴史的価値が見出されたか

らだと思います。 

 また、このイベントに１人で何種類もの楽器

を操つるサウンドマシンの野尻博さんも参加、

つつじ公園のツツジを見に来た観光客の皆さん

が次々と足をとめて音楽を聞いてくださり、人

の輪ができ、楽しいイベントとなりました。私

もサークルつむぎの会員としてボランティアで

参加、県外のお客さんとあら町を一緒に歩き、

やまいちお茶屋さんでスタンプを押していただ

き、小川の流れる庭でお茶をいただき、次に、

あけがらしで有名な山一醤油屋さんでスタンプ

をいただき、ここでもお茶をいただき、「先ご

ろ久保ザクラでの撮影に訪れた歌手の氷川きよ
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しさんと欽ちゃんが立ち寄ったよ」との話も聞

かせてもらいました。その後、鈴木時計屋さん、

横沢電器屋さん、越後屋呉服屋さんと回りなが

ら、横澤健平さんのお宅では、庭のシロツツジ

が八重咲きという珍しい品種、庭石は野川から

運ばれたとのことで、山の石にはコケが生える

けれど川の石にはコケは生えないとの話もお聞

きしました。いちまた呉服店さんの蔵は反物の

お店として利用されており、私も蔵に初めて入

らせていただきました。次に、旧羽前銀行の横

沢さんにも回り、その後、着物カフェの看板の

ある壱ノ蔵に行き、一休みをしました。壱ノ蔵

は、長井まちづくりＮＰＯセンターの皆さんや

アクショングループの皆さんが、まるや惣菜さ

んの蔵を借りて昨年リニューアルし、昨年の６

月、全国フットパスシンポジウムに合わせて内

部を片づけ、調理場、トイレを整備し、まちの

魅力づくりにつなげようと努力してきた蔵でし

た。木製のテーブルといすを設置し、壱ノ蔵着

物カフェとして開放してくださったのです。多

くの人がここでコーヒーやジュースを注文して

一休み、中に入ると、山形工科短期大学校の小

幡先生も着物姿で休まれていました。多くの皆

さんの努力輝き始めていると実感しました。 

＋

 まちなか商店街の活性化を図ろうと、やまが

た花回廊キャンペーンにあわせてあら町レトロ

を開催し、４月はピンクの久保ザクラののぼり

旗をあら町を初め長井市内の商店街で立ててく

ださり、５月上旬から、シロツツジの開花に合

わせてウグイス色のツツジののぼり旗を立てて

くださっております。また６月に入ってからは、

紫のアヤメののぼり旗が目に入り、まちの中は

多くの市民参加の協働のまちづくりで、商店街

の皆さんの真剣な取り組みが見えてきました。 

 長井まちづくりＮＰＯセンターの皆さんの活

躍で動き出した協働のまちづくりについて、市

長にどのように思われるかお伺いいたします。

商工観光課長には、このイベントの取り組みに

ついてお伺いいたします。 

 ２つ目の質問は、やまがた花回廊事業の本市

の取り組みについてであります。 

 花回廊のキャンペーンは、これまで置賜さく

ら回廊だったと思いますが、ことしは４月１日

から６月30日までのやまがた花回廊で、花と食

と歴史の県南、置賜上山観光ガイドの冊子とな

っています。このような14ページにわたる冊子

です。情報がぎっしりと詰められています。多

彩な列車でやまがた花回廊をめぐろう、フラワ

ー長井線を利用してローカル線で千年桜花めぐ

り、置賜はいつでも花日和という見出しで、置

賜地方の久保ザクラに代表される置賜さくら回

廊の桜の名木、古木を初め、桜の名所の多い地

名が紹介されております。 

 また、全国有数の規模を誇る花公園も多く、

特に春から初夏にかけては長井市のシロツツジ、

飯豊町のユリ、南陽市のバラなど楽しむことが

できる。長井市のあやめ公園は、ここにしかな

い長井古種と呼ばれる原種に近いアヤメを見る

ことができると紹介されております。やまがた

花回廊１日フリー切符も発売され広域観光で連

携をとっており、このような紹介が全国に発信

されていることを考えると、長井に来てくださ

る観光客を大事にし、真心のおもてなしで迎え

なければならないと感じております。 

 ６月24日はフラワー都市交流が長井市で開催

されます。特に観光面は、商工観光課、観光協

会が中心に、市民と協働し、進めることが大事

となります。商工観光課長に、期間中の取り組

み状況と今後のやまがた花回廊の取り組みにつ

いてお伺いいたします。 

 次に、２点目、豊かな緑を未来に引き継ぐや

まがた緑環境税の活用について質問させていた

だきます。答弁は、市長、農林課長、教育長に

お願いいたします。 

 やまがた緑環境税は、山形の豊かな緑をかけ

がえのない財産として未来へ引き継ぐためやま
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がた緑環境税が導入され、みんなで支える森づ

くりに取り組むことになりました。山形県の荒

廃が進んでいる森林の整備として、県全体の民

有林のうち荒廃している里山林は19万ヘクター

ル、そのうち10年以上長期間放置されている里

山林の面積は、推計で９万3,000ヘクタールと

のことです。森林は、私たちの生活に欠かせな

い水や空気をきれいに保つ上で重要な役割を果

たしております。手を加えず荒廃する森林がふ

えてくると、私たちの生活に悪影響を与えてし

まいます。緑を守る意識を持って森づくりに取

り組み、自然環境を支えていくことが大事です。

環境税は、山形の豊かな緑をかけがえのない財

産として未来に引き継ぐために導入されたから

です。 

＋ ＋

 個人では年1,000円、法人は法人県民税平均

割額の10％相当額、例えば1,000万円以下が

2,000円、1,000万円以上１億円以下で5,000円

となるとのことです。５年をめどに制度の点検、

見直しが実施され、税の管理は全額基金に入れ

てほかの税金と区別されます。年間約６億円が

基金となる予定です。 

 私たちの暮らしを支える森林の働きは、雨水

を蓄え洪水や渇水を緩和し、おいしい水をもた

らします。木の根や地表の落ち葉などが土砂の

流出や山崩れを防ぎます。いろいろな動植物の

生息の場であり、いやしの効果を持っています。

大気中の二酸化炭素を吸収し貯蔵します。また、

地球温暖化防止、森林文化の形成、海、川資源

の保全、保健レクリエーション、林産物の生産

などが上げられており、森林の大切さが実感で

きます。 

 私たちの住む長井市内でも、今泉八ヶ森付近、

伊佐沢、金井神、森方面の山々が松くい虫に侵

されて赤く枯れているのが年々目立っています。

雪解け後の春の山に山菜とりに行きますと、木

が倒れたままになって荒れているところを目に

します。やはり今日、個人で山を大切に管理す

ることが少なくなり、山は荒れていくばかりの

ようです。緑を守る環境税の取り組みに大きな

期待が寄せられていると思います。長井らしい

森林整備の方法など、内谷市長の見解をお聞か

せ願います。 

 県全体で税収は５億4,400万円、その７割の

３億9,000万円を松くい虫など荒廃が進んでい

る森林整備に充てられ、県民参加の森づくりに

１億900万円、ＰＲ活動や効果検証などに約

4,500万円と聞いております。長井市の森林面

積、ことしはどんな取り組みになるのか、本市

の取り組みについて農林課長にお伺いしたいと

思います。 

 ２つ目、森林を活用した学校教育についてで

あります。 

 森林での子供たちへの自然環境学習の推進と

して、６月補正予算にみどり環境交付金事業が

計上されています。西根小学校で小学生のシイ

タケ栽培体験教室に５万7,000円、古代の丘遊

歩道整備に88万6,000円、古代の丘の木製机、

ベンチ、案内板の設置に21万6,000円、合計115

万9,000円、早速活用させていただけることは

うれしいことです。 

 古代の丘は、中里堤を中心に、土偶広場、芸

術の広場、土器の広場、石の広場、星の広場、

太陽の広場など多くの広場があり、体験交流セ

ンター、バンガローもありキャンプもできます。

自然の中での環境教育の大切な場所です。夏休

みになりますと、多くの子供会がキャンプ等で

利用します。四ツ谷地区の親と子の会も毎年利

用させていただいております。古代の丘周辺の

整備は学校の環境教育の場として大切です。緑

環境税が、子供たちの地域による森づくりや自

然環境学習への推進や指導者の育成支援にも活

用されていくことになり、大変うれしく思いま

す。 

 環境のまちづくりを目指す長井市の学校教育

にもっと森林を活用した環境教育を推進すべき
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と思いますが、いかがでしょうか。教育長に伺

います。 

 以上で壇上からの質問を終わります。ご清聴

ありがとうございました。（拍手） 

＋

○佐々木謙二議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 谷口議員のご質問にお答え申し

上げます。 

 議員からは、大変長井を元気にするためとい

うありがたい視点から、協働のまちづくり、そ

してやまがた緑環境税の有効な使い方について

さまざまな視点からご提言、ご指摘いただきま

して、大変ありがとうございました。 

 それではまず最初に、まちなか観光とあら町

レトロのことについてお答え申し上げたいと思

います。 

 大変、谷口議員からもいろいろご指導、ご協

力いただきましたですけども、今回のあら町レ

トロを見て、フェスタですね、観光の観の観る

方と実際に目で見るやつと、それから舌で味わ

っていただくというフェスタだったわけでござ

いますけども、これは雇用創造促進事業、商工

観光課で今担っていただいておりますけども、

その観光物産基礎講座をお願いしております野

尻博先生に全体のプロデュースをお願いして、

ちょっと急な企画だったんですけども、ぜひま

ちなかに観光客の方をどのようにして歩いてい

ただいて、そして長井のいいところをいっぱい

見ていただいていろんな体験をしていただくと、

そのような目的から実施したわけでございます

けども、来客の方からも大変好評でしたし、商

店街の方からも「ぜひ来年もやりたい」という

ような声が上がってきてるというふうに聞いて

おります。来場者の予想も当初1,000人程度だ

というふうに思っていたところだったんですが、

当日約2,000名の方がいらっしゃってくださっ

たというふうに聞いております。 

 きっかけづくりとしてはまずまずのスタート

でして、これが単発として終わるんではなく、

ぜひ今後にどうつなげていくかという視点をき

ちんと検証して、そして全体に次回に広げてま

いりたいと、つなげてまいりたいというふうに

思っております。 

 特に観光と連携したまちなかのにぎわいづく

りというのは、観光協会でも、あるいは商工会

議所の方でもいろんなご指摘をいただいてるわ

けでございますが、残念ながらさくら回廊のと

きは、昨年よりは若干人が減りましたけども、

やはりそれでも13万以上の方が長井を訪れてい

らっしゃると。しかし、伊佐沢の久保ザクラの

前で、いろいろ長井のこういういいところがた

くさんあるんですよというふうにＰＲしてるん

ですけども、残念ながら、まだまだ目に見える

ような経済効果が上がっていないんじゃないか

なというふうに感じてるところでございまして、

これからいかにして長井にいらっしゃる、今も

あやめ公園がきのう開園したわけでございます

けども、あやめ公園という点じゃなくて、長井、

まち全体の面にそのお客様をいかに誘導してい

くかという部分を検討していかなきゃいけない

と思いますけども、やはりそこで重要なのが、

議員ご指摘のとおり、観光も協働で進めていく

んだという考え方だと思います。やはり商店街

とか、あるいは観光に直接、間接的にかかわっ

てる商売の方、あるいはいろんなボランティア

団体、市民の方がどのような連携をとってこれ

を進めていくかだと思いますし、やはりそこに

行政がどのようなお手伝いをしたらいいのかと

いう部分をもっともっと研究していかなきゃい

けない部分がたくさんあると思います。 

 ついこの間も観光プレゼンテーションという

ことで、谷口議員もいらしたと思いますけども、

桜とアヤメと、それからあら町の方ですね、そ

の３つに分けましていろいろご提案いただきま

したんですが、すばらしい発想、あといろんな

アイデアがたくさんあると。しかし、それをど

のようにして実践していくかと。そのために、
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どのような仕掛け、プロモーションが必要なの

かと、その部分がやはり長井は残念ながら弱い

のかなと改めて思いましたが、特に大町の方の

四釜さんあたりは、ぜひことしから、今回から

やってみたいというふうにおっしゃってました

ので、ぜひ市民の皆様からも、あるいは行政の

方でも全面的にお手伝いしながら、試行錯誤は

やっぱり繰り返さなきゃいけないと思いますけ

ども、頑張ってまいりたいと思っております。 

＋ ＋

 次に、２番目の、やまがた花回廊事業と本市

の取り組みについてお答え申し上げます。 

 議員ご承知のとおり、やまがた花回廊という

のは、置賜と、それから、かみのやま温泉、葉

山温泉含めた山形県南部の花をつないだキャン

ペーンでございます。これはことし初めてのキ

ャンペーンなわけでございますけども、これを

単年度で終わらせないような取り組みをぜひ県

の方に、あるいは置賜３市５町で足並みをそろ

えていかなきゃいけないなと思っておりますけ

ども、さくら回廊は非常にもうメジャーになり

つつあるのかなと思っております。しかし、観

光客をいかに、桜のところだけじゃなくて、本

来まちとして望む、先ほどからも申し上げてま

すように経済効果を持っていただくような、そ

んな取り組みをすることはやっぱりなかなか難

しいなと。この花回廊事業でも同様かなという

ふうに思っております。 

 ぜひこれを単年度に終わらせないためにも、

再来年、2009年に、直江兼続公ですね、米沢に

非常にゆかりの深い大河ドラマがＮＨＫで放映

されることが決定いたしましたので、ぜひこと

しから来年、再来年とこれをつなげていきたい

と思いますし、長井でもどのような取り組みが

できるかいろいろ検討しなきゃいけませんが、

この間も話ありましたように、例えば総宮神社

に直江兼続公が手植えした杉があるというよう

なことでして、こういったところなんかももっ

ともっと何かそれにちなんだものを探せばいっ

ぱいあるんじゃないかなと思います。 

 そういったことで、米沢だけじゃなくて、置

賜３市５町でこれを、客にどんどん来ていただ

くように、一緒に取り組みしなきゃいけないと

思っております。 

 今後のＪＲの予定、今回も花回廊はＪＲから

協力いただいてるわけですけども、来年の10月

から12月までは、仙台、宮城県内でディスティ

ネーションキャンペーンというのが行われます。

また、置賜総合市庁では宮城県、福島県との広

域連携を検討中ということでございまして、た

だいま申し上げました21年度のＮＨＫの大河ド

ラマ、直江兼続公が主人公になるということで

ございますけども、こうした大きな動きの中で

長井市へのかかわりを持てる場面があるかどう

か、今後の動きに注目していきたいなと思って

おります。ぜひ谷口議員からもいろいろご提案、

ご指導いただければ大変ありがたいと思います。 

 最後の質問の緑環境税の活用についてでござ

いますが、緑環境税については、対象となる事

業が大きく３つあると。 

 １つは森林での保全体験活動について、２つ

目には、河川などの水環境の保全活動、そして

３つ目には、希少野生生物等の保全活動という

ことでございまして、ことし長井では、古代の

丘を中心とした遊歩道の整備、木製机、いすな

どを直すと。従来のものを少し傷んでるところ

を直すという事業に活用させていただいており

ますが、緑環境交付金事業と、こういう事業に

なるわけでございますけども、これが対象とな

る森林というのが、長井の場合ですと1,802ヘ

クタール、全体の31％、そういうふうに言われ

ておりまして、１ヘクタール当たり30円ぐらい

の交付金というふうに考えなきゃならないとい

うふうに思います。 

 市として、今後どのような長井らしい整備の

仕方をしていくのかということでございますが、

やはり、議員が２番目に質問された学校教育の
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部分に私はぜひ力を入れて、これを使っていた

だくような有効な使い道を考えたいと思ってお

ります。特に、長井には全国に誇ります不伐の

森が伊佐沢にありますし、それから長井ダムの

環境整備の中で、平成20年度ですね、21世紀不

伐の森をまた新たにつくるというふうな考え方

もありまして、森林での保全体験活動にぜひ子

供たちが参加できるように、そして長井のよさ

を知っていただく機会になるような、そんな取

り組みを主に考えておりますし、また、やっぱ

り貴重な生物、これ野鳥でも同じだと思うんで

すが、そういったものをぜひ子供たちに理解で

きるような、そんな機会を設けたいと思ってお

ります。 

＋

 いずれにしましても、ぜひ使い方については

市民の皆様からいろんな意見をいただいて有効

に使ってまいりたいと思いますので、何とぞ今

後ともよろしくご指導賜りますようお願いいた

します。 

 以上でございます。 

○佐々木謙二議長 大滝昌利教育長。 

○大滝昌利教育長 谷口議員の、森林を活用した

学校教育についてということでお答えをしたい

というふうに思います。 

 現在、市内の小中学校で取り組んでいる自然

体験学習としては、さっき谷口議員の方からも

ありましたけども、古代の丘周辺を活用した歴

史学習、地域学習、バンガローでのキャンプな

どに４つの小学校が利用しています。また、飯

豊少年自然の家を利用した体験学習というのは、

市内小中学校すべてがやっています。それに植

林をしている学校ですが、致芳小学校の方では

４年生の親子行事として毎年行っているという

ことですし、西根小では地区の教育振興会が中

心になって、６年生が森林組合、県の森林整備

課、林業士、ＰＴＡなどの協力を得ながら、こ

こ４年間は毎年行っているようです。私も昨年

ご案内をいただいて参加をしたところでしたが、

そこでは県の森林整備課の職員が紙芝居を使っ

た森林学習も行っていました。「将来的にはあ

ずまやをつくり公園として整備をして、将来的

に同級会ができるような場所にしたい」という

ような願いも持っているようです。伊佐沢の方

でも、さっき市長の方からもありましたけれど

も、不伐の森を使った学習とか、公民館の事業

として不伐の森の近くにドングリの実などを植

える活動をしているということです。 

 環境教育としては、レインボープランの学習、

また、平成15年度から始まっている「最上川

200キロを歩く」に、今年度は平野小、過去に

は長井小、致芳小、西根小、豊田小も参加をし

ているところです。これもさっき市長からあり

ました、各小学校では省エネ共和国として節水、

節電に取り組んでいますし、中学校でもその延

長として、生徒会を中心に節水、節電に取り組

んでいる現状です。 

 先ほど渋谷議員からもあったように、21世紀

というのは環境問題の時代というふうに言われ

ています。谷口議員ご指摘のように、森林は地

球環境にとってはとても大事な働きをしていま

すので、森林教育は大事にしなければならない

というふうに考えているところですが、ただ、

特別時間をとって森林教育は今の学校ではちょ

っと時間設定上難しい面がありますので、現在

各学校でやっている学校行事、学年行事、ＰＴ

Ａ行事と関連させながら、親子ともども環境問

題に対する意識を高めるような工夫が必要かな

というふうに思っているところです。 

 やまがた緑環境税についてですが、これも置

賜総合支庁農林整備課の方から、このみんなで

支える森づくりのパンフレット、４月末に各学

校に配布されたんですけども、やはり周知徹底

されていないという状況です。今学校で取り組

んでいる活動ですね、例えば植林もそうですし、

平野小とか長井南中の科学部なんかでは、川の

生き物調査なんかもやっていますので、これも
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ちょっと工夫すればこの事業に該当するのかな

というふうに思いますので、農林課と連携して

取り組むように学校の方にも働きかけをしてい

きたいというふうに思っています。 

 以上です。 

○佐々木謙二議長 齋藤理喜夫商工観光課長。 

○齋藤理喜夫商工観光課長 谷口議員のご質問に

お答えさせていただきます。 

＋ ＋

 まず１点目は、あら町レトロのイベントの取

り組みについて、イベントの内容についてとい

うふうなことでございますが、あら町レトロに

つきましては、観光協会、それから商工会議所、

市の方でいろいろ議論をしまして、とにかく観

光と商店街といいますか、まちなかの活性化を

図っていかないといけないというふうな共通の

認識のもとに、あら町を考えていこうというふ

うな形になったものでございます。 

 全体といたしましては、市長、それから谷口

議員がご説明をいただいたように、野尻博様の

方に全体的なアドバイスをいただきながらやっ

たものでございまして、内容といたしましては、

大道芸、それからオープンガーデン、着物カフ

ェ、スタンプラリー、フリーマーケット等々を

やったものでございます。つつじ公園からまち

の中の回遊性を考えていきたいというふうなこ

とでございます。 

 それから実行委員会の体制といたしましては、

あら町の商店街の組合の組合長さんに実行委員

長になっていただきまして、地元のあら町、神

明町の地区の皆さん方、それから先ほど申し上

げました観光協会、商工会議所、そのほかにフ

ットパス推進会議、それからアクショングルー

プ、山形工科短大の皆さん方に、実行委員とし

ていろいろ検討していただいたというふうなも

のでございます。 

 全体としての受けとめ方といたしましては、

商店街の方からの又聞きになるわけなんですが、

昭和40年代のまちのにぎわいを思い出したとい

うふうなお話を伺っております。いろんな形で

協力をいただきながら、こんなふうな形で展開

できるんじゃないかというふうなことを受けと

めていただいたというふうなことを、とりあえ

ず喜んでいきたいと。これからの展開の中でも

う一度しっかりと反省をしながら、検討をしな

がら、次の展開を考えていく必要があるだろう

というふうに思ってございます。 

 それから、２点目のやまがた花回廊事業と本

市の取り組みについてでございますが、４月か

ら６月までのディスティネーションキャンペー

ンに対する対応でございますが、こちらの方の

長井の方の関係といたしましては、特別列車と

いうんでしょうか、花回廊号、あるいはこれか

らですとトロッコ列車などが参るわけなんです

が、その今泉駅及び長井駅でのおもてなしを各

地区、各駅、それから長井駅前の方ですと栄町

の商店街の皆さん方に大変なお世話になりまし

て、そのおもてなしの事業に取り組んでいただ

いております。 

 それから、あと桜の時期ですと、白兎駅から

の桜の花ウォークということを今までの事業に

追加してやってきたというふうな状況でござい

ます。 

 全体的な入り込み数等々ですが、まだ置賜全

体としてのは４月時点のものしか総務省の方か

らは発表されてございませんが、大体15％ぐら

い全体としてはふえているのでないかというふ

うな報告をいただいております。ただ、桜につ

きましては、連休の遅くといいますか、後半の

部分まで伸びなかったといいますか、散ってし

まったというふうな状況がございまして、総体

としては２万人ぐらい減ってるような状況であ

ります。ただ、大型バス自体はふえてまして、

このキャンペーンの効果をうかがい知ることが

できるかなというふうに思っております。ただ、

土日の天候の関係で、個人客っていいますか、

自家用車の台数が後半も含めて若干伸び悩んだ

―１０８― 

＋



 

というふうな状況にあるかなというふうに思っ

ております。 

 大変ありがたかったのは、タクシー会社さん、

３社共同で観光タクシーの商品を開発、あるい

はつくられましてＰＲなさっておりました。運

転士さんの方に聞きますと、昨年よりいい状況

のようだというふうなことでございまして、観

光においでになられた方に対してのサービスを

提供するというふうなことで、タクシー会社さ

んに商品を考えていただき、それを生かしなが

らみずからの事業に展開していただくというふ

うな方向をいろんな形でやっていただいてると

いうのは、大変にありがたいことだなというふ

うに思ってございます。 

＋

 これから、とりあえずこのキャンペーン自体

は６月でございますが、６月の後半部分につき

まして、先ほど申し上げましたトロッコ列車

等々、あるいはびゅうバスなども文教の杜の方

に入っていただいてるというふうなことで、こ

れから最後の追い込みをぜひ頑張りたいなとい

うふうに思っているところでございます。 

 ちなみに山形鉄道さんにつきましては、18年

度、1,400人のエージェント客を運んだという

ことなんでございますが、今年度は4,400人ぐ

らいのエージェントのお客様がありましたとい

うふうな報告をいただいております。 

 それから文教の杜の方も、年間を通してぐら

いのお客様がおいでになったようだというふう

な報告を受けておりまして、広域的なキャンペ

ーンの成果がこういったふうなところにあらわ

れているかなというふうに考えてるところでご

ざいます。 

 以上でございます。 

○佐々木謙二議長 遠藤正明農林課長。 

○遠藤正明農林課長 お答えいたします。 

 私のところの質問の趣旨は、緑環境税事業の

対象となる森林面積に関してというふうなこと

だったと思いますが、先ほど谷口議員の方から

県全体の整備対象面積について触れられており

まして、天然林面積19万1,000ヘクタールのう

ち、活力の低下している里山林９万3,000ヘク

タールを荒廃森林整備対象として整備をしてい

くというふうなことであったと思います。これ

につきましては、奥山林、つまり標高500メー

トル以上の森林が一つ除かれると。それから管

理されている里山林、私有の保安林とか、市、

県、林業公社が管理しているような山林でござ

いますが、そういった森林が除かれましてこう

いった面積になるものだと思います。 

 それで、そのほかに対象となる森林につきま

しては人工林がございまして、管理放棄されて

いる人工林、これにつきましても対象とすると

いうことで、人工林12万1,000ヘクタールのう

ち管理放棄されている３万9,000ヘクタール、

これを整備対象とするということでございまし

て、合わせますと、民有林面積31万2,000ヘク

タールのうち合計13万2,000ヘクタール、約

42％程度でございますが、これを対象とすると

いうふうなことでございます。 

 それで、長井市の場合でございますが、先ほ

ど市長からもありましたように、長井市の民有

林面積5,731ヘクタールに対しまして、整備対

象が1,802ヘクタール、これは31％程度でござ

いますが、これにつきましては、長井市の場合、

民有保安林面積が3,031ヘクタールと50％以上

を占めていることなどによりまして、整備対象

面積が限られてくるというふうなことになって

いるところでございます。 

 続きまして、市町村交付金事業でございます

が、これにつきましては緑環境交付金というよ

うなことで、総枠と、それから森林面積割、そ

れから児童生徒割、緑の少年団員数割というふ

うなことでありまして、このうち森林面積割の

面積につきましては国有林と民有林を合わせた

数字になってございます。長井市でいいますと

１万4,920ヘクタールというようなことで、森
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林面積割は、これも先ほど市長からありました

ように１ヘクタール当たり30円というふうなこ

とでありますので、市町村交付金全体の40％を

占めるというふうなことになっているところで

ございます。 

＋ ＋

 ソフト事業に関しまして面積がこのようにふ

えるというようなことにつきましては、森林環

境学習のフィールドといたしまして国有林もや

はり活用していくということにつきましては、

それを除外するものではないというふうなこと

からでございます。 

 以上でございます。 

○佐々木謙二議長 ５番、谷口栄子議員。 

○５番 谷口栄子議員 詳しい答弁、ありがとう

ございます。 

 先ほどの市長の答弁の中で、きのうが長井の

あやめ公園の開園日でありました。関係者の皆

さんのご苦労で本当にきれいなアヤメが咲く準

備されているわけですけども、やはり職員の方

の準備で「まだ手が届かなかった」って、きの

う本当におっしゃっておられたんですが、やは

りあの広大な公園の中を本当に関係者だけでや

るっていうのは大変なことなんだなって。もう

私も観光協会の理事をさせていただきながら、

ずっとあやめ公園には関心を持ってきたところ

です。本当にあら町レトロのあの事業で実行委

員の中に多くの方々がかかわって、あの成功、

1,000名のところを2,000名も参加できたという

ふうに先ほど報告ありましたけれども、あやめ

公園も、もっとあやめ公園に関心を持ってもら

ったり、また、あやめ公園でボランティアで清

掃してあげるよ、また草もむしってあげるよ、

そういうボランティアのできる皆さんに声をか

けて、期間中に少し皆さんとの連携をとって計

画を立て、協働のまちづくりの中でそういう部

分、お手伝いをいただけるような取り組みがで

きないものかっていうふうに感じるんですが、

今回ＮＰＯまちづくりセンターの皆様たち、本

当にご尽力されてるわけです。皆さんのお力を

おかりして、何か連携をとれるような窓口にな

れないか考えていただきたいなというふうに思

うんですけれども、その点どうでしょうか。市

長にお伺いいたします。 

○佐々木謙二議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 お答えいたします。 

 議員おっしゃいますように、確かに、例えば

間に合わなかった部分として、池にいろんなご

みが、ごみはさすがになかったんですが、いろ

んな藻みたいなものが浮いてまして、落ち葉と

ですね、そういったものも清掃しなきゃいけな

かったろうというふうに思いますが、なかなか

手が回らなかったということでございます。 

 ご指摘の件でございますが、なかなかボラン

ティアでお願いするっていうのは、ちょっと今

までそこの部分はやはり市の方でやらなきゃい

けないのかなというふうに考えておりましたん

ですが、議員の方からそういうふうにご指摘も

いただきましたので、昨年は株分けの部分、ボ

ランティアとして団体とかお願いするような試

みをしましたので、これから、いわゆる清掃ボ

ランティア的なものも募集してみるようなこと

ができるかどうか、ぜひ検討してまいりたいと

思いますし、やはりそのまちづくりＮＰＯセン

ターあたりからも、いろんなやり方等について

ご指導いただきたいと思います。 

○佐々木謙二議長 ５番、谷口栄子議員。 

○５番 谷口栄子議員 森林だけでなくて、これ

からは水保全というか、水に対しても関心を持

っていただく税になるってことで、山形新聞主

催でここ数年、８大事業という事業で最上川

200キロを歩く、本当に私もこれを感心しなが

ら見てるんですけれども、子供たちにあのよう

な取り組みで関心を持っていただき、その地域

の子供たちにそういう機会を与えていただける

というのは大変うれしいことだと思います。 

 その中でフットパスなんかも歩かれてるよう
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ですけれども、そのフットパスなんかの中で管

理、フットパスの方もまちなか観光の一つにな

ってくると思うんですが、管理の方はどうなっ

ているのか。 

○佐々木謙二議長 どなたにですか。 

○５番 谷口栄子議員 市長に。 

○佐々木謙二議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 お答えいたします。 

 管理の詳しいことについては建設課長の方か

ら答弁させますけども、基本的に、フットパス

という名称は、いわゆる小道っていう名前なわ

けですね。これからフットパスをやはり市民の

ものにするには、フットパスを歩こうと、ウオ

ーキングだということでのＰＲをもっともっと

していかなきゃいけないだろうと。基本的には、

やはりそれを使って散歩なんかで歩いていただ

く方に管理していただければありがたいわけで

すけども、かなり広大な面積になりますので延

長がかなり長くなりますので、その辺どのよう

に、地元のボランティア団体あるいは地区、あ

るいはどういった形で委託できるかとか、そう

いったところは検討しながら、もっともっとご

活用いただくようにＰＲしたいと思います。 

＋

 じゃ、詳しいことは建設課長が答えます。 

○佐々木謙二議長 鈴木一則建設課長。 

○鈴木一則建設課長 お答えいたします。 

 フットパスの環境整備につきましては、今現

在、水辺環境整備促進協議会という館町南地区

から十日町・舟場地区の方まで地区全体に加盟

していただきまして取り組みをいただいており

ます。せんだっての５月の末に河川のごみ拾い、

それから秋に、もう一度河川ごみ拾いという形

で取り組んでいただいているところでございま

す。 

○佐々木謙二議長 ５番、谷口栄子議員。 

○５番 谷口栄子議員 あら町レトロの今回の開

催の中で、やませ蔵に出るところ、壱ノ蔵を通

ってちょっとしたところから川辺をやませ蔵に

出るところの道路があるんです。これもフット

パスの中でルートになっているんですけども、

そこを通ってみますと、まだまだ整備がされて

いないというか、これからまちなか観光をとい

うことで、このあら町レトロの開催が、毎年し

ていくっていうか、そういうふうになるとすれ

ば、まだまだまちの中の整備も関連して必要に

なってくると思いますが、そういう部分のまち

づくりっていうか、事業は、今回新しくまちづ

くり基金っていうもので対応されるものになっ

ていくのか、お聞かせいただきたいと思います。 

○佐々木謙二議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 お答えいたします。 

 まちづくり基金につきましては、ハード事業

については、地場産業振興センターの中にその

まちづくりの運用の委員会がございますので、

そちらの方で具体的には検討いただきますが、

要綱によりますと、特に歴史的な建造物の修復

等、あるいは市内のまちづくりの景観に資する

ような事業、ですから、議員ご指摘のフットパ

スの周辺に例えば生け垣をつくったりとか花壇

をつくったりとかいうことは該当するかもしれ

ませんが、ただし、行政の事業については該当

になりません。あくまでも民間事業でございま

すので、そういった意味では、フットパスにつ

いては市の方のむしろまちづくり交付金事業で、

これからまだ３年ございますので、その中で必

要なところ、地元、あるいはいろんな団体等と

相談しながらやっていきたいと思っております。 

○佐々木謙二議長 谷口議員に申し上げます。議

員の持ち時間が近づいておりますので、簡潔に、

１点だけ許可します。 

○５番 谷口栄子議員 古代の丘の今回遊歩道が

整備されるわけですけれども、広大な地、場所

になっていて、本当に危険な場所なんかもっと

あるんでないかと思います。私もきのう行って

きてみて、道路が引っ込んでたりして、自転車

で子供たちが、でこぼこになっていて危険なと
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ころがありました。ぜひ担当者の方に見ていた

だいて直していただいて、子供たちが使うとき

までに直していただければと思いますので、以

上で終わります。ありがとうございます。 

＋ ＋

○佐々木謙二議長 ここで、昼食のため暫時休憩

いたします。再開は午後１時といたします。 

 

 

   午前１１時５７分 休憩 

   午後 １時００分 再開 

 

 

○佐々木謙二議長 休憩前に復し、午前に引き続

き会議を再開いたします。 

 なお、大沼 久議員から、午後の会議に遅刻

する旨の申し入れがありますので、ご報告いた

します。 

 また、平 進介総務課長が午後の会議を欠席

のため、渋谷憲治総務課補佐が出席しておりま

すので、ご報告いたします。 

 それでは、市政一般に関する質問を続行いた

します。 

 

 

 我妻 昇議員の質問 

 

 

○佐々木謙二議長 順位８番、議席番号３番、我

妻 昇議員。 

  （３番我妻 昇議員登壇） 

○３番 我妻 昇議員 ４月の市議会議員選挙に

おきまして２期目の当選を果たすことができま

したこと、この場をおかりいたしまして、厚く

感謝と御礼を申し上げる次第でございます。 

 この選挙戦、あるいは１期４年の間、見聞き

いたしましたさまざまなご意見や、それぞれが

抱えている問題点をしっかりと市政に伝え、反

映できるよう努力してまいりたいと思います。

また、はんらんする情報を収集、分析すること

で、市政のチェック役として確かな目を養い、

その与えていただいた役割を果たしていきたい

と決意を新たにした次第であります。 

 長井市が明るく夢の持てる住みよいまちにな

ることを願いながら、それでは一般質問をさせ

ていただきます。 

 初めの質問は、財政危機脱出元年についてで

あります。市長、自立経営対策室長、企画調整

課長に答弁をお願いいたします。 

 ３月に示されました19年度施政方針の基本的

な考え方に、「今年度を財政危機脱出元年と位

置づける」とありました。財政難というよりも、

財政の緊急事態を回避したいという力強い決意

が述べられたと思います。その具体的な方針は、

自立計画を再構築すること、議会や職員初め全

市民に財政の現状を正しく認識してもらうこと、

そして協働のまちづくりを強力に推し進めるこ

とと私なりに認識しております。 

 そこで、自立計画の再構築について質問いた

します。 

 先日の一般質問での市長答弁では、「18年度

に策定された自立計画には数値目標が欠けてい

た」ということでありました。つまり、自立計

画５カ年で予想される23億円もの財源不足に対

して具体的な対応策が示されていなかったので、

新設の自立経営対策室を中心に計画の再構築を

図っていくということであります。新年度がス

タートし２カ月、再構築の進捗状況と、今後ど

のように検討を重ねていくのかをお聞かせ願い

たいと思います。そのためのプロジェクトチー

ムを立ち上げたともお聞きしましたが、それは

どのようなものかもあわせてお願いいたします。 

 次に、財政危機を脱出するためには、いかに

して経費削減を図るかが最大の仕事だと言って

いいと思いますが、その経費削減の中でも人件

費削減が大きな位置を占めるのではないかと思

います。人件費といっても幅が広いので、ここ
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